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The Research Group on Disaster Prevention and Management
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“Michinoku-Shin-Roku-Den”
Digital Archive Project of

The 2011 Great East Japan Earthquake Disaster
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みちのく震録伝の目的
Mission of “Michinoku Shin‐Roku‐Den”

実態解明
被災地復興支援
Recovery support東海・東南海・南海

地震の防災対策
Tokai‐Tonankai‐Nanai

Earthquake countermesure

低頻度災害の防災
対策の解決

LPHC solution災害記憶・記録の
伝承

Lessons tradition

東日本大震災で得られた知見の情報をすべて記録
Digital records and knowledge of various the disaster’s topics



みちのく震録伝の10の基本理念
10 Basic Concepts
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１．学術的な観点からあらゆる「記憶」，「記録」，「事例」，「知見」を収集するとと
もに，あらゆる可能性を否定せずに幅広く情報を収集し，アーカイブすること．

２．東日本大震災をはじめとする災害記録をアーカイブするとともに，東北地方
の過去・未来の災害についてもアーカイブすること．

３．災害に関して得られた知見を即座に防災・減災対策に結び付けられるかたち
で情報発信すること．

４．アーカイブと利用者間の対話の中から，継続的に成長するシステムであるこ
と

５．災害発生以降の被災地の復旧・復興過程の現況を継続的に（時間的な観
点）東北地方の沿岸部から内陸部まで空間的に記録（空間的な観点）するこ
と．

６．他機関の様々な震災アーカイブや社会サービスと横断的に連携すること．
７．災害アーカイブのグローバル・スタンダードを目指すこと．

８．大学、研究所、行政、企業等の防災・減災システムと連携し，対策・対応を支
援すること．

９．様々な環境に応じた防災・減災教育に関する情報で提供できること(e‐
Learning等)．

１０．アーカイブシステムの構築に伴い，東北地方を中心に雇用を創出すること．



賛同・協力機関※赤字は6ヶ月報告会後に賛同協力された機関
Our Project’s Contributors (74 Organizations)
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【行政、自治体、独立行政法人等】
宮城県、仙台市、文部科学省、総務省、国立国会図書館（NDL）、科学技術振興機構（JST）、
株式会社河北新報社、国立情報学研究所（NII）、国際協力機構（JICA）、
東北大学史料館、東北大学防災科学研究拠点、東北大学附属図書館、とうしんろく
日本画像情報マネジメント協会（JIIMA）、ハーバード大学エドウィン・O・ライシャワー日本研究所、
日本弁護士連合会（災害復興支援）、防災科学技術研究所
【企業】
日本アイ・ビー・エム株式会社、アジア航測株式会社、朝日航洋株式会社、EMCジャパン株式会社、
株式会社インテージ、インフォコム株式会社、株式会社インフォマティクス、株式会社ウェザーニューズ、
株式会社NHKメディアテクノロジー、NTT空間情報株式会社、ESRIジャパン株式会社、
株式会社クレスソフト、グローバル・サーベイ株式会社、株式会社昭文社、国際航業株式会社、
株式会社ジムコ、株式会社ゼンリンデータコム、測地衛星技術株式会社、
株式会社電通、東京海上日動火災保険株式会社、株式会社トータルメディア開発研究所、
株式会社トプコンソキアポジショニングジャパン、株式会社ニチマイ、ニホンモニター株式会社、
ネットワークダイナミックス株式会社、株式会社博報堂、株式会社パスコ、ビクターアドバンストメディア株式会社、
株式会社ビデオリサーチ、ヒューマンリソシア株式会社、マルティスープ株式会社、
株式会社ワンビシアーカイブズ
【東北地方企業】
アジア航測株式会社仙台支店、朝日航洋株式会社東北空情支社、株式会社インテグ、
NECソフトウェア東北株式会社、株式会社NHKメディアテクノロジー東北支社、株式会社NTTデータ東北、
株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ東北支社、応用地質株式会社東北支社、株式会社北日本朝日航洋、
国際航業株式会社東日本事業本部東北支社、今野印刷株式会社、
株式会社草野測器社、株式会社サーベイリサーチセンター東北事務所、株式会社ザッツ福島、
株式会社仙台測器社、株式会社仙台博報堂、株式会社DSG、株式会社電通東日本、
株式会社日立東日本ソリューションズ、株式会社富士通東北システムズ、
株式会社ビデオリサーチ東北支社、ヒューマンリソシア株式会社仙台支社、株式会社プレシード、
日本総合システム株式会社仙台支社、株式会社山形測器社、株式会社ワンビシアーカイブズ東北第１センター



収集活動
ACTIVITIES FOR DATA & INFORM 

COLLECTING
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宮城県の沿岸部15市区町に
現地調査員（みちのく・いまをつたえ隊）を派遣

Dispatching field Information Collectors
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調査機関：2012年2月始めから3月末まで
調査内容： => 3月10日付け河北新報朝刊
 現地調査員の派遣・フィールドワーク
 非構造化インタビューによる情報収集・仮説導出

 官公庁・自治体・研究団体で行われているアン
ケート調査事情の把握

隊員：
 被災地の失業者等を中心として現地雇用

協力：サーベイリサーチセンター



被災地図書館と協力した震災記録の収集活動
Cooperation with libraries in the affected areas
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調査報告書、復旧・復興計画書など
フリーペーパー、ミニコミ誌、チラシなど
イベント・セミナー・相談会等のチラシなど
各種活動記録（ボランティア記録など）
学校だより、会報、広報誌など
個人・団体が作成した文集・体験記・手記など

http://www.library.tohoku.ac.jp/shinsaikiroku/

岩手県立図書館
宮城県図書館
福島県立図書館
仙台市民図書館

岩手大学情報メディア
センター図書館
東北大学附属図書館
福島大学附属図書館
神戸大学附属図書館



アーカイブデータの公開
PUBLICATION & PARTIAL RELEASE
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これまでの公開データ

実態調査地図 トレンド分析 3D動画

研究者写真の公開
ARで現地で被災直後の

写真閲覧

道路からの水平360度映
像の公開

publication & Partial ReLease



津波シミュレーションの公開
land survey data and tsunami simulation

協力：国際航業株式会社



航空写真，360度画像，レーザ測量結果の公開
Mixture of ground and aerial photographs

協力：アジア航測

LVSquare（複合情報の公開） レーザ測量結果
（非公開研究データ）



他機関との協力体制
COLLABORATION FRAMEWORK
WITH OTHER ARCHIVE PROJECTS

14



東日本大震災アーカイブ国際合同
シンポジウムの開催

International symposium of the 2011’s disaster digital archive
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時間 内容 登壇者（敬称略） 
10:00 開会の挨拶と趣旨説明 アンドリュー・ゴードン 
東日本大震災アーカイブの最前線（１）：官・民（各 15 分） 
10:15 国立国会図書館の取り組み 原田久義 
10:30 総務省の取り組み 黒瀬泰平 
10:45 Yahoo! JAPAN の取り組み 高田正行 
11:00 saveMLAK の取り組み 岡本真 
11:15 The Internet Archive の取り組み クリスティーン・ハンナ 
休憩（15 分） 
東日本大震災アーカイブの最前線（２）：学（各 15 分） 
11:45 防災科学研究所の取り組み 長坂俊成 
12:00 東北大学の取り組み 今村文彦，柴山明寛 
12:15 ハーバード大の取り組み アンドリュー・ゴードン 
お昼休み（1 時間 15 分） 
過去の日本の大震災のアーカイブを学ぶ（45 分） 
13:45 【特別講演】 

阪神・淡路大震災における神戸大学附属図書館の取り組み 
稲葉洋子 

東日本大震災アーカイブの最前線（３）：被災地（各 15 分） 
14:30 河北新報の取り組み 八浪英明 
14:45 せんだいメディアテークの取り組み 甲斐賢治 
15:00 宮城県図書館の取り組み 熊谷慎一郎 
15:15 岩手県立図書館の取り組み 稲森雅夫 
15:30 東北大学附属図書館の取り組み 米澤誠 
15:45 福島イノベーションセンターの取り組み 後藤浩 
休憩（15 分） 
総合討論（1 時間） 
16:15 パネルディスカッション 

コーディネイター：アンドリュー・ゴードン，今村文彦 
登壇者全員 

17:15 閉会の挨拶 今村文彦 
 





2011年東日本大震災
デジタルアーカイブ
ハーバード大学

Digital Archive for the 2011 East Japan 
earthquake & tsunami
by  Harvard University



New JDArchive user interface
http://jdarchive.org/



アーカイブ団体のコンソーシアムを設立予定
Consortium of digital archive projects

19福島イノベーションセンター

東日本大震災の記録を
各機関で協力
１．メタデータの共有化と

API連携
２．収集活動の協力体制



みちのく震録伝HPのリニューアル（3/11）
“Michinoku Shin‐Roku‐Den” website
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